
三重県ツキノワグマ出没等対応マニュアルの改定の概要

平成30年度にツキノワグマの錯誤捕獲対応のためマニュアルを改定。

改定の必要性

その後も ◇ より人里に近い場所でのクマの目撃や錯誤捕獲が発生している。
◇ 緊急対応が必要な場合において、出没場所により対応方法が異なるため、

出没場所ごとの捕獲方法を示す必要がある。
◇ 出没を抑制するための対策に取り組む必要がある。

（１） ツキノワグマの出没防止対策
ツキノワグマとの不測の遭遇を避けるため、ツキノワグマの出没を抑制する対策に関することを追記
するとともに、理解促進のための普及・啓発について記載。

（２） ツキノワグマの出没時の対処方法
緊急対応が必要な場合において、出没場所ごとの対応方法（捕獲方法）の考え方を参考として記載。

１）鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律に基づく捕獲

※１ 関係機関とは、に記載する市町、獣害対策課、農林(水産)事務所森林・林業室、
地元猟友会である。

※２ 銃による捕獲は、関係機関による協議において殺処分を行うことを決定した場合に限る。
※３ 住居集合地域等における麻酔銃の使用は、原則ニホンザルを対象とするが、ツキノワグマ

が箱罠等の閉鎖的な空間に閉じ込められている状況であって、麻酔銃による投薬が確実に
行える距離まで接近可能な状態で安全が確保されている場合のみ使用を許可する。

２）緊急避難の措置としての駆除
緊急避難（刑法第37条第１項）の措置に関することを記載。

（３） ツキノワグマの錯誤捕獲防止等対策
クマを誘引する餌（廃果や野菜くず）の使用を控えることを記載。

（４） ツキノワグマの錯誤捕獲に関する対処方法
国やその附属機関が実施する事業において錯誤捕獲された場合は、本マニュアルの適用外とし、
錯誤捕獲した者の責において放獣を行うものとすることを記載。

改定のポイント

住居集合地域等に該当しない場所 住居集合地域等に該当する場所

① 鳥獣保護管理法第９条第１項に基づく
許可により、専用のわな（ドラム缶檻
等）による捕獲。原則、麻酔による不
動化を行い、移動し放獣。ただし、関
係機関※１による協議において殺処分
することを決定した場合は殺処分。

② 鳥獣保護管理法第９条第１項に基づく
許可により、銃による捕獲※２

① 鳥獣保護管理法第９条第１項に基づく
許可により、専用のわな（ドラム缶檻
等）による捕獲。原則、麻酔による不
動化を行い、移動し放獣。ただし、関
係機関※１による協議において殺処分
することを決定した場合は殺処分。

② 鳥獣保護管理法第９条第１項及び第
38条の２に基づく許可による麻酔銃の
使用※３


